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れる。また，近年，大企業も �Bottom of the Pyramid 
（BOP）� ビジネスのコンセプトの下，従来であれば
ターゲットとしなかった中所得・低所得者層に対す
るビジネスを拡大している。農業機械の分野でも，
大企業のメンテナンスネットワークが地方まで進出
する可能性を否定できない。このような状況のなか
で，今後タイにおいて起こるであろう都市（大企
業）・農村（中小企業）の二重構造の変化や，中小
企業の生き残りのための変容などを，人類学者の立
場からどう説明するのか。著者の今後の研究の展開
に期待したい。
第 2 に，タイおよび他の途上国における中小企業
に対する技術移転は，結局のところ不可能なのかと
いう点である。本書は，技術移転の阻害要因とし
て，タイの中小企業が図面を使用しないこと，そし
て技能者の多くが万能工を目指すことを挙げてい
る。しかしながら評者は，本書で明らかにされたタ
イ農村地場企業の実態のいたるところに，日本のも
	 書 評
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のづくりコンセプトとの共通点を見出すこともで
き，相違点を知りつつも，共通する感覚を探し出す
ことができれば，今後の技術移転もあながち不可能
ではないのではないかと考える。具体的には，以下
のような点にタイと日本との共通点が見出される。
まず，熟練機械工に求められる重要な資質として
の問題解決能力である。異なる形状や不安定な動作
などをいち早く発見し速やかに解決策を実施する能
力が求められること，そしてその能力は現場での経
験に基づいて育成されることは，日本のものづくり
現場と似通ったところがある。
また，図面を使わない機械製造の方法について
も，まるで日本の企業と違うとはいえない部分もあ
る。本書によると，地場中小企業の部品製造におい
ては，往々にして部品そのものを見本にしている
が，製造にあたってはしっかりと採寸をしている。
つまり，図面が紙面やコンピューター上にないとし
ても，図面的な画像が技能者の頭にはできあがって
いるため，精度水準を満たす部品を製造できるとい
うことである。技能者の頭の中にある画像を他人と
共有できる形にしたものが一般に言う図面と考えら
れる。
さらに，日本のものづくり産業でも，万能工は必
要とされる存在である。たしかに，日本の中小企業
では，まずは特定分野の技術の研鑽が求められ，技
術取得に必要とされる時間も途上国の企業より長く
要求されるであろう。その一方で，人数の少ない中
小企業ではやはり万能工が重宝されることも多い。
単一の技術をもった単能工として入社した技能者
は，生産性を向上し，さらには新たな製品を製造す
るために，複数のプロセスを担当できる多能工へ，
そして時には通常は大卒が担当すると考えられがち
な製品設計さえも行う人材になることを期待され
る。また，大企業においては，技能者が技術者にな
るのは難しいかもしれないが，生産性向上のため，
製造現場で多能工が重宝されるのは中小企業と同様
である。
このように，日本のものづくりの現場とタイの農
村地場企業の現場では，求められる能力や技能に共
通点が見出せる。大きな差異があるとすれば，たと
えば，技術や製品に関する情報の所在（図面上か技
術者の頭の中か）や情報共有の方法（データ化して
可視化するのか徒弟関係のなかで段階を追って習得
が許されるのか，あるいは機械や部品が媒介するの
か）などということになる。この差異を埋める作業
こそが技術移転には必要ということであろう。本書
は，その差異の存在とその背景としてのタイ独特の
分業・徒弟体制や知的財産制度の未発達さ，伝統的
な相続慣行などの要因を見事に描き出している。し
かしその一方で著者は，技術移転を困難にしている
のはこれらの要因の「複雑な絡み合い」（229 ペー
ジ）であるという曖昧な説明にとどめており，この
「複雑な絡み合い」の構造を解き明かすには至って
いない。この点でも，著者のさらなる研究に期待し
たい。
しかし，その一方で著者は結語において，「この
民族誌が読者に筆者の思いもよらない反応を喚起
し，あたらしい関係を生成すること」（231 ペー
ジ）を願うとし，本書のもつ「ある効果を生み出す
人工物」（230 ページ）としての役割に期待する。
これは「複雑な絡み合い」の謎解きの一端に読者を
巻き込む誘いの言葉とも理解できる。評者のような
関連プロジェクトに携わる者のなかには，この誘い
に意欲をかきたてられる者も多いことだろう。それ
こそが，まさに著者の狙いなのかもしれない。
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